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研究成果の概要（和文）： 

体の外側を覆い器官を形成する上皮細胞は、細胞間接着部位において均一な多角形を基本とし

た形態をとる。この多角形の頂点における細胞間接着構造（トリセルラージャンクション）に

関する知見はこれまで乏しかった。本研究により、トリセルラージャンクションにおける分子

構築及び細胞骨格の制御機構が明らかになり、さらにトリセルラージャンクションが細胞の形

態形成を制御することが新たに見出された。 

 
研究成果の概要（英文）： 
In an epithelial layer, each cell forms polygonal structure to establish cell-cell 

adhesions with neighboring cells. We show that tricelluar junctional protein shapes 

epithelial cell morphology at the tricelluar corner, which leads to activation of 

the actin reorganization, thereby shaping the polygonal cell morphology.  
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１．研究開始当初の背景 

これまでトリセルラージャンクションに関

する知見は乏しく、その重要性はほとんど認

識されていなかった。しかしながら、近年ト

リセルラーコンタクトが白血球細胞や血行

性転移癌細胞の通り道として利用されるこ



３．研究の方法 

図１ 

とが報告され、トリセルラージャンクション

が重要な機能を担う可能性が出て来た。また、

発生時の形態形成における上皮細胞のダイ

ナミックな変化過程での制御単位として、ト

リセルラージャンクションが注目されつつ

あった。一方でトリセルラージヤンクション

を形成する分子として、研究開始時において

はトリセルリンのみが報告されていた

(Ikenouchi et al., 2005)。また、当研究室よ

り最近報告した LSR は、当研究開始時にお

いてはトリセルラージャンクションに局在

することのみわかっており、トリセルラージ

ャンクションにおける分子構築や分子機能

はほとんど明らかにされていなかった 

(Masuda et al., 2011)。 

（１）LSR とともにトリセルラージャンクシ

ョン形成に働く因子を探索するため、LSR の

細胞質領域を bait とした酵母 two-hybrid 

screening を行った。 

（２）Tricellulin のトリセルラーコンタクト

形成における役割を解明するため、トリセル

リンの N 末細胞骨格制御領域を bait とした

酵母 two-hybrid screening を行った。 

（３）（１）、（２）の方法で同定した分子を

細胞生物学的手法、分子生物学的手法を駆使

し、局在機構や機能を明らかにした。 

 

４．研究成果 

（１）LSR の細胞質領域を bait として酵母

two-hybrid を行った結果、新規トリセルラー

ジャンクション局在タンパク質の同定に成

功した。現在、詳細な機能を解析中である。 

 

 

２．研究の目的 

（２）LSR の細胞質領域を bait として酵母

two-hybrid を行った結果、LSR の局在化機構

に関わる酵素の同定に成功し、その局在化メ

カニズムに迫った。また、LSR のトリセルラ

ージャンクション局在化機構に関して、その

細胞質領域を欠失させた変異体を作製し、局

在化責任領域の同定に成功した。現在、論文

投稿準備中である。 

（３）各種上皮細胞において、トリセルリン

のノックダウンを行ったところ、細胞形態の

異常を見出した（図１）。 

（１）本研究では、トリセルラージャンクシ

ョンを構成するトリセルリン以外の分子の

探索およびその機能解析を行うことによっ

て、トリセルラージャンクションの分子基盤

の解明を目的とした。 

（２）本研究では、LSR の分子機能及びトリ

セルラージャンクション局在化機構を明ら

かにするとともに、トリセルラージャンクシ

ョンに局在する唯一の既知分子として報告

されていたトリセルリンとの関係を明らか

にすることを目指した。 

（３）トリセルリンはトリセルラージャンク

ションにおいてバリア機能を有することが

報告されたが、その詳細な機能は不明であっ

た。本研究では、トリセルリンの詳細な分子

機能の解明を目指した。また、トリセルリン

のトリセルラージャンクションへの局在化

機構の解明を目指した。 

 

 



〔雑誌論文〕（計 2 件） 
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さらに、トリセルラーコンタクトにおいて、

細胞骨格編成に特徴的な配向性が存在する

ことを見出し、それが細胞間接着領域におけ

る張力の発生源となることが明らかになっ

た（図２）。現在論文投稿準備中である。 
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